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子どもたちの活動に貢献！表彰されました。
平成２年から３０有余年に渡り「益田子ども奴」の指導と保

存に貢献して来られました、澤江信子さん・廣瀬千代さん・藤
野美佐恵さんが、青少年育成島根県民会議より、指導者として
の功績を評価され表彰されました。
代表して澤江さん・藤野さんが出席され、８月５日（金）益

田公民館にて表彰式が執り行われました。
発足当時のご苦労から、親子２代に渡りお世話になった人も

多くおられることに、御三人の功績の偉大さを思い知りました。
子ども奴保存の本部であった「ますだ交流館」が令和４年３月
末で廃止となり、３０年以上続いた地域の宝の存続が危ぶまれ
ています。
「益田の子どもに夢と郷土の思い出を」の創設主旨が令和の子
どもたちにも残せるように、これからも御三方のご健勝をお祈
り致しますとともに、保護者をはじめ多くの関係者のご協力を
お願いします。

益田地区ボランティア協議会 夏の大掃除

夏休みだ！地域でお手伝い。

毎月、高齢者配食サービスでお世話になっている益田地区
ボランティア協議会さん。今年も調理室を重点的に館内のお掃
除をして頂きました。８月9日（火）９名の会員さんに暑い中、
床も窓ガラスもピカピカにしてもらいました。
いつもありがとうございます！

「夏休みに地域の活動に参加しよう！」と益田東中２年生が、地域の大人（個人・事業所）
の所へ出向いてお手伝いをする企画「6かる（ローカル）クエスト」が始まりました。
各公民館（益田・真砂・豊川）が地域の「依頼案件」を募り、学校で掲示。生徒に応募してもらいます。

ミッション（依頼）がクリア（達成）出来たら、☆がもらえます。☆は内容に応じて1～5個までが設定してあり
ます。生徒たちは、お仕事の内容と星の数を考えて応募するお手伝いを選びます。
残念ながらコロナ拡大のために中止になったクエストもありましたが、☆を集めながら今しか出来ない経験を積み
重ねて欲しいと願います。

おめでとう
ございます！

益田市青少年育成 澤江さん 藤野さん
市民会議の中島会長

「益小６年生版クエスト」
～お寺クリーン作戦～

小学生も地域でお手伝い。妙法寺
さんでお墓の草取りと本堂のお花生
けに挑戦。とても感謝されました。

クエスト名
「保育園でお手伝い」

ひかり保育所

クエスト名
「暑いけど！
元気＆ハッピー！」

めばえ保育園

ご自分で育てた野菜を地区文化祭で販売しませんか？
求む！自慢の家庭菜園野菜

１１月中旬に開催予定の地区文化祭において、地区民の方が家庭菜園で育てられた野菜を販売する企画を考えて
います。（販売は老人クラブ連合会様に委託予定です。）先ずは、栽培計画の都合上、先行情報として本号にて
お知らせします。★出品方法等の詳細は別途お知らせします。★



９月１日(木) ロマンドール教室
９月２日(金) 認知症サポーター養成講座
９月２日(金) 暮らしの中のペン字教室
９月６日(火) 手話教室
９月８日(木) ヨガ教室
９月１０日(土) 雪舟焼教室
９月１３日(火) 楽しくうたいましょう教室
９月２４日(土) 雪舟焼教室
９月２５日(日) 第４２回益田地区民親睦運動会
９月２６日(月) クラフトテープ教室
９月２８日(水) ハリエンジュ教室

９月の行事予定

益田地区人口動向
Ｒ4年６月末現在

世 帯 人 口

2,7７０世帯 5,79１人

対前年比

＋３０世帯

対前年比

＋２１人

～さわやか講座より～ ＃ＭＹＣＨＡ教室
ゆったり、まったりお茶の時間。７月30日（土）つわの香味園

上領茶舗のリコッタ瑠美さんを講師にお迎えして「＃ＭＹＣＨＡ
（マイチャ）教室」を行いました。
講座の名前の通り、自分好みのブレンド茶を

作る教室です。自分の好みを知るには、まず
お勉強から。茶葉の分類や効能、製造方法など
実際の茶葉を見ながら、味わいながら特徴を
つかみます。「この茶葉」+「この茶葉」だと
こんな味になると、ブレンド茶をいくつか試飲。
いよいよ自分好みの茶葉選び。気になる茶葉を
講師に相談して決めて行きます。
いつ飲みたいのか？状況によってベストな

お茶は変わるもの。その時にあったお茶を選ぶ。
特徴を知れば、味の調節は後からでも自分で出来
ると学びました。お茶は深くて面白い。色で香り
で味わいで癒されました。

益田市立歴史民俗資料館改修現場見学会

基礎から学べるスマホ教室！
７月２２日（金）２９日（金）の２

回、初心者の方を対象にスマホ教室を
益田公民館で開催しました。
「電源の入切」「通知の見方」「電話
帳の登録」「カメラでのＱＲコードの
読取」等、基本操作を教わりました。
ドコモ益田店の専門のインストラク

ターが、巨大なディスプレイを使って、
身近な事例を紹介しながら丁寧にわか
り易く説明してくださいました。
スマホ操作に不安な方、もっとスマ

ホを活用したい方は、次回の開催をご
期待ください。

毎月工事の様子をお伝えしている「旧歴史民俗資料館」の改修現場見学会が、７月２６日（火）益田市教育
委員会主催で開かれました。コロナ禍もあり１日４回に分けて（各１時間）内部に立ち入ることが出来ました。

歴史の長いこの建物は、大正10年に「郡役所庁舎」として竣工。その後増築しながら、「益田警察署」「美
鹿地方事務所」「益田総合事務所」として活用され、昭和56年に益田市が県から取得。昭和５８年「益田市立
歴史民俗資料館」として開館します。同年豪雨災害により被災したため、昭和60年に今の場所に曳家工事を行
い再オープンし現在に至ります。外観は創建当時から変わっておらず、文化財登録制度の始まった平成８年に
「津和野町役場」などとともに県内登録第１号の登録有形文化財となりました。
老朽化・耐震性不足などのため、平成３１年度から休館していますが、令和５年の春に（仮称）日本遺産ビジ
ターセンターとしてリニューアルオープンする予定です。

仮屋根の下の新しく葺かれた瓦。
当時の製陶技術は、色が安定しなかった為、
３色の瓦をランダムに葺いて当時の色ムラ
を表現しています。

資料がなく工事を始めてみないとわか
らなかった当時の内部構造。

天井・壁を外してあらわになった屋根
裏。高い天井や当時の材など、今しか
見られない貴重な空間です。


